
 

 
 
 
 

 

■「国土強靭化アクションプログラム2016」の決定について 

平成25年12月１１日に、強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する「国土強靭化基本

法」が公布・施行され、平成26年6月3日には、基本法に基づき、国土強靭化に関する施策の総合的かつ計画的

な推進を図るため、国の計画等の指針となるべきものとして「国土強靭化基本計画」が策定されています。 

さらに、取り組むべき具体的な個別施策等を効果的・効率的に推進するための「国土強靭化アクションプラン」

が毎年定められています。 

このたび、平成28年5月24日に「国土強靭化アクションプラン2016」が決定され、具体的推進方針が出されまし

たので皆さんにご紹介します。 

「国土強靭化アクションプラン2016」では、「国土強靭化アクションプラン2015」等に掲げたプログラムの進捗状

況を把握・評価するとともに、平成28年度に発生した熊本地震等の災害を踏まえ、プログラムの充実・改善を図り、

国土強靭化の取組を計画的かつ着実に進化させることとし、以下の事項の具体的推進が出されています。 

・熊本地震の復旧・復興に万全を期していくとともに、今回の地震を踏まえた更なる事前防災や減災対策に重点

的に取り組む 

・先進的な企業等を認証し、民間の主体的な取組を促す 

・昨今の豪雨などの状況を踏まえ、水害対策を強化する 

・国連の「世界津波の日」の普及啓発により、津波防災への意識を向上させる 
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図-3 潜堤設置案漂砂堆積 
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□漂砂シミュレーションを用いた河口埋塞対策工の効果検証について 

～漂砂シミュレーションを用いた対策工検討の事例～ 

1．概 要 

冬季風浪により河口部の埋塞で、河川上流部の浸水被害が発生しました。そこで、最適な対策施設の選定を目的

として、漂砂シミュレーションを用いた効果の検証事例をご紹介します。 

2．対策工の選定及び整備目標 

河口部埋塞を解消するための対策工としては、現況施設のままで、堆砂した土砂を定期的に排除する維持掘削案

と新たな施設を設置して堆砂自体を低減させる施設配置案とが考えられますが、維持掘削案では恒久的な対策工と

はならないことから、新たな施設を配置する施設配置案について比較検討を行いました。 

本対象河川での土砂堆積による河口閉鎖は、沿岸漂砂によるものでは無く、高波浪と共に河道内に流入した土砂

がフラッシュ注）できない高さまで堆積して砂州を形成したことであることから、河口部での高波浪を低減させ、河口に流

入する土砂自体を減少させるとともに、十分なフラッシュが可能となる施設配置を行うことを整備上での目標としまし

た。  

注）水の自然流下による堆積土砂の排除作用 

3．対策工案の漂砂シミュレーションによる比較 

施設設置案の中から対策工案としては、①導流堤設置案、②離岸堤設置案、及び③潜堤設置案の３案について、

当該箇所での実測地形測量データを反映させた漂砂シミュレーションを行って効果の検証を行いました。 

なお、漂砂シミュレーションに用いた波浪は、対象地点に最も影響を及ぼす波浪の波高（95％波高）及び周期を条

件として用いました。 

各施設設置案でのシミュレーション結果は以下となりました。 

① 導流堤設置案：河川から海への流入を導流させる構造物を設置する案 

河口部自体の土砂堆積は抑えることができるが、逆に河口部に近い場所

で激しく堆積する結果となり、流れの弱い常時においては、この堆積した土

砂が河口部の閉塞を誘発する懸念がある。（図-1 参照） 

② 離岸堤設置案：沖合に海岸線と平行に作られる構造物を設置する案 

河口部自体の堆積は抑えることができるが、離岸堤を回り込む新たな流れ

が発生し、トンボロ現象注）が発生する懸念がある。（図-2 参照） 

③ 潜堤設置案：堤体が水面下に没した消波構造物を設置する案 

   砕波前位置に潜堤を設置することで、②の離岸提設置案と同様に、河口

部の波高が比較的小さくなり、土砂の堆積も抑えることができる。 

また、常時では波浪時に潜堤周辺に発生した浸食域に逆に土砂が移動

する。（図-3 参照）    

注）海岸からそれほど離れていない距離に島（構造物）があると、海流の浸食、運 

搬作用によって運ばれてきた岩屑が陸地と島（構造物）の間に堆積し、細長く低平な

砂州を形成する現象 

4．対策工の選定 

  漂砂シミュレーションによる各対策工案の比較検討結果より、河口部での波

浪の影響の低減が図れ、河川からの流下を阻害しにくく、砂州のフラッシュをも

期待できる潜堤設置案を選定しました。 

5．対応策の成果と今後の取り組み 

本業務では、波浪時による漂砂の河口部への流入を抑制させると同時に河川の流れも極力阻害しないという、一

見すると相反する条件下での検討でありましたが、シミュレーションを用いた各対策工の効果を確認することで最適な

施設と位置を選定できたものと判断します。 

各種シミュレーションにより現象を机上で想定して判断する案件が今後さらに増えていくものと思われます。 

そのためにも、今回の経験を踏まえ、対象となる地域での自然条件を精査し、的確な検討・提案をすること

で対策工の施設整備を行っていく所存です。 
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